
 

 

 

 

第 1回ＳＳＨ国際交流講演会“Why English Is So Difficult” 

 令和 5年 5月 10日(水)16:00～17:00に，5階多目的教室 ABで

第 1 回ＳＳＨ国際交流講演会が実施され，1 年生 17 名，2 年生

49名が参加しました。今年度最初の講演会の講師は，本校の ALT

である，Denisse Ramirez先生で，タイトルは“Why English Is 

So Difficult”でした。主な内容は英語の歴史やその分類，その

時期の特色についてでした。今回の講演会を通して私たちはさら

に英語の奥深さに触れることができました。                    

 

【Ｑ＆Ａ】 

Ｑ「時とともに変わった単語がある中で，昔から形が変わってい  

ない単語があるがなぜか。」 

Ａ「そのような単語はよく使われる単語なので，変わらなかっ 

た。」 

Ｑ「なぜ近代に，動詞以外の doを使い始めたのか。」  

Ａ「より簡単に表現をしていくため。」 

例）古 Like you pizza?    Yes, I like.  

新 Do you like pizza?  Yes, I do.(助動詞・代動詞の do) 

Ｑ「イギリスがフランスのノルマン人に征服された時代に，家畜  

を育てるのはイギリス人，その肉を食べるのは上流階級のフランス人となり，牛肉をフランス語

で boeuf ，豚肉を porc と呼んだため，英語で牛肉は beef,豚肉は pork となり，動物の名前(cow

と pig)と食肉の名前が異なる状況になっている。しかし，chicken という単語は動物にも肉にも

使う。それはなぜか。」 

Ａ「鶏は小さい動物で，飼育がしやすい。そして，鶏肉は安くて，庶民に広く浸透しており、英語

を使う庶民も鶏肉を食べていたので，そのまま英語の chickenが動物にも食肉にも使われた。」 

 

【参加者の感想】 
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英語での講演会ということで，事前に知らない単語を資料内から調べていたことで，自分が思ってい

た以上に内容が理解でき，自分の英語力がまた上がった気がしました。今回は，英語の歴史からひも

解いて現代英語の三人称単数による動詞の変形の由来など，英語が難しいとよく思われがちであるこ

とについての講演をいただいて，改めて英語の魅力にグッと引かれるような気持がしました。私は，

将来的には海外に行こうと考えており，そのためにもより英語を身近に感じることの第一歩を踏み出

せたと思います。また，同じように日本語の歴史についても知っておくことで，海外の人が日本への

興味を持つと共に，コミュニケーション作りのための話題ともなるのではと思いました。機会があれ

ば自分で調べてみようと考えています。（2 年） 
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講演会では，英語の歴史やその背景について知ることができた。英語の歴史においては，古語英語，中

英語，現代の英語と徐々に変わったことが分かった。古語英語の発音は現代の英語とは全く違うもので

興味深かった。また，講演会を通して現在も英語は変化し続けていると，学んだので近年の英語の変化

や，スラングについて調べ，英語の知識をより深めたいと思った。（2 年） 

 

英語の歴史をたくさん知ることができて良かったです。また，1 年生の時に比べてわかる単語や表現が

多くなっていて，全体的に理解することができたのが成長を感じられてとても嬉しかったです。英語を

学んでいく上で，今回の内容を頭に入れておくと，より興味深くなりそうだと思いました。（2 年） 

 
今回の講演会は全て英語によるもので，メモも取りましたが，瞬時に理解できなかったので，今後も機会

を見つけて聞く力を鍛えたいと思ました。内容面としては，地域によってどのように英語が違うのかなど，

日本でいう方言やなまりについて調べてみたいと思いました。（1 年） 

 

 動詞の変化で不規則に変わるのは，動詞に強弱があるからだと分かったのが面白かった。日本語が漢字か

らひらがなを生んだように，英語も動詞をまとめて do として使うといった簡単にコミュニケーションを

する手段を生んだのだというのが興味深かった。（1 年） 

 

 
【編集後記】 

今回は，今年度最初の SRtimes 作成で，前例がない中での作成であったので，非常に苦労した。一方で，

このようにまとめなおすことによって講演会の意義を実感すると共に，今回の知見を得て，英語という

言語に対する理解を深めることができたと思う。 

 

 

普段，教科や道具としてしか見ていなかった英語を，一つの文化として見る貴重な機会だった。特に，

フランスによる侵略など，その当時の時代背景が近代英語の形成に大きく関わっているという点に深く

興味を持ちました。今後もこのような講演会を通して，自分の英語力を磨くだけでなく，視野を広げて

いきたいです。（2 年） 

 

 

講演の中で「do が使われるようになったことで英語がより使いやすくなった」ということを知ったので，

自分自身でもっと do について知り，知識を増やしていきたいなと思いました。教養として沢山のことを

身につけることができ，とても良い講演だったと思いました。（2 年） 

 

 


